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「宮古地区および釜石地区では、付着稚貝数が増加。」 
 

１ ラーバの出現状況 

図　　唐丹湾における水深10ｍ層水温および
　　ホタテガイラーバ・付着稚貝の出現状況
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 ５月７日に唐丹湾でラーバ調査を行い

ました。 

  ホタテガイラーバの出現数は、200 μｍ

未満が 26 個/トン、200 μｍ以上が 62 個/

トンと、前回調査時（合計 47 個/トン）

より増加しています。 

なお、調査時の水深 10ｍ層の水温は

8.6℃と、前回調査時より約２℃上昇して

います。 

 

２ 試験採苗器による付着稚貝調査 

５月６日以降の調査において、宮古、

釜石および大船渡地区で付着稚貝が確認

されています。しかし、付着数は、５～240

個/袋と、調査地点間のばらつきが大きく

なっています。 

大船渡地区で横這いであるのに対して､

宮古地区および釜石地区では増加してい

ます。 
 

 

 

釜石地区では、水温の急激な上昇ととも

に､付着間近の大型のラーバが多数確認され､

付着稚貝数も増加しています。 

 しかも、付着直後の稚貝が多数確認されて

いることから､稚貝の付着は続いているもの

と考えられます。 

 今後の調査結果に注意してください。 

 

 
図　調査地点および付着稚貝調査結果 次報は、５月 16 日頃発行する予定です。 


